
事業概要説明シート

～

質疑
意見等

正職員 人 8,000
千
円 0.6 人 4,744

千
円 0.6 人 4,763

千
円

再任用職員 人 0
千
円 人 0

千
円 人 0

千
円

非常勤職員等 人
千
円 人

千
円 人

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

財源内訳

H25年度決算

11.情報発信

（監査委員）（市議会）
行政改革
実施プラン

事業期間 担当部署 管理部教育総務課

事業の必要性

根拠法令

実施方法

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

平成２０年度

コ　　ス　　ト

H25年度決算 H26年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

国庫支出金

一般財源 4,744 4,7638,000

平成25年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容

府支出金

受益者負担
(使用料等)

その他

1.0

金　　　額

H26年度当初予算

8,000

H24年度決算

総事業費(A+B) 4,744

8,000 4,744人件費計(A)

類似事業
グループ教育委員会広報事務

4,763

・ＦＭひらかた「枚方教育ステーション」（毎週火曜日・日曜日放送）の企画・収録等
・広報ひらかたへの掲載記事の取りまとめ
・教育委員会事務局ホームページの管理・運用

4,763

事務事業番号 10501350028

目的が同種の事業
（国・府・市・民間）

なし

子どもたちが学ぶ環境を整える

事務事業名

目　　　的
（何のために）

決裁

■直営

■その他（ＦＭひらかたにて教育に関する情報を放送　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

「教育文化都市ひらかた」を発信するうえで、欠かせない事業である。

H24年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

教育委員会の活動や学校園における学習環境整備状況など、子どもたちの教育環境にかかわる情報を保
護者や市民にわかりやすく提供するとともに、都市ブランドである「教育文化都市ひらかた」を発信する。

総合計画体系 （施策目標）

市民・教育関係者

公約



事業概要説明シート

～

単位

① 回

②

③

①

②

③

事務事業名

事業開始年度 担当部署 管理部教育総務課平成２０年度

年間のＦＭひらかた「枚方教育ステーション」放送回数全51回（毎週火曜日放送・日曜日は再放送）
教育委員会や学校園の特色ある取組や時節に応じた内容で幅広く紹介

市民満足度
枚方教育ステーションは、今年度7年目を迎え、放送も300回を超えている。今後も学校園の取組を児童・生
徒や教職員の出演により、いきいきと伝えるとともに、教育委員会の取組を市民にとってわかりやすく伝える
ことを目指し、放送回数を伸ばしていく。

枚方教育ステーションは、放送回数全51回達成。
児童・生徒、教職員、地域のボランティア等100名を超える方に出演いただ
いた。

事業のPR

枚方教育ステーションについては、本市ホームページにおいて紹介を行っていることに加え、毎週火曜日の
放送前に本市ツイッターで当日の番組紹介を行っている。また、インターネットラジオで同時放送が行われる
ことからツイッターにリンクを掲載している。児童･生徒が出演した番組については、学校だよりで放送日を保
護者にお知らせするなど幅広いＰＲを行っている。

11.情報発信

目標とする成果
（費用対効果含む）

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

年間のＦＭひらかた「枚方教育ステーショ
ン」放送回数

51 51 51
活動実績

活動指標もしくは成果指標

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
引き続き、教育委員会の活動や学校園における学習環境整備状況など、子ど
もたちの教育環境にかかわる情報を保護者や市民にわかりやすく提供するとと
もに、都市ブランドである「教育文化都市ひらかた」を発信する。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

一次評価結果 ・一次点検内容について、特に異論なし。

・ＦＭひらかた「枚方教育ステーション」において、教育に関する事務の点検及び評価、中学校給食の特
集、学習環境の整備など、教育委員会の取組について放送し、また教育委員会定例会・協議会の会議録を
ホームページに掲載する等、広く市民に情報発信を図っている。
・教育委員会の会議の内容や、教育委員会委員の所感をホームページに掲載するなど、教育委員会の活
動が市民の身近なものになるよう努めている。

特記事項

比較参考値
（他自治体とのコス
ト比較、サービス
水準比較）

H24年度 H25年度 H26年度(見込み)

成果目標
達成状況

目標達成度

教育委員会広報事務 類似事業
グループ

事務事業番号　 10501350028

概ね目標どおり



事業概要説明シート

～

質疑
意見等

正職員 人 2,400
千
円 0.6 人 4,744

千
円 0.8 人 6,350

千
円

再任用職員 人 0
千
円 人 0

千
円 人 0

千
円

非常勤職員等 人 154
千
円 人

千
円 0.1 人 161

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

千
円

事務事業番号 10501350020

目的が同種の事業
（国・府・市・民間）

市立小学校体育施設開放事業

子どもたちが学ぶ環境を整える

6,511

金　　　額

類似事業
グループ市立小中学校及び幼稚園施設開放事業

6,511

地域住民等の身近な文化・スポーツ・地域活動の場として、学校園の教育活動及び施設の管理運営に支障
の無い範囲において、小中学校のグランド・体育館・特別教室及び幼稚園の遊戯室等を使用者からの申請
に基づき、使用を許可する。

学校施設は地域の様々な活動の拠点としての役割を担っており、引き続き事業の実施が必要である。

H24年度決算

従事職員数 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

総合計画体系 （施策目標）

市民

事務事業名

目　　　的
（何のために）

学校教育法第１３７条、枚方市教育委員会所管に係る財産及び公の施設使用規則

■直営

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

市立小学校・中学校・幼稚園の施設について、地域住民等の身近な文化・スポーツ等の活動の場を提供す
る。

根拠法令

実施方法

対　　　象
（誰・何を対象に）

事業内容

事業の必要性

コ　　ス　　ト

H25年度決算 H26年度当初予算

概算人件費

直接経費(B)

0.3

0.1

総事業費(A+B) 4,744

2,554 4,744人件費計(A)

財源内訳

H25年度決算 H26年度当初予算

2,554

H24年度決算

国庫支出金

府支出金

受益者負担
(使用料等)

その他

一般財源 4,744 6,5112,554

平成25年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容

事業期間 担当部署 管理部学校規模調整課

23.その他サービス提供

（監査委員）（市議会）
行政改革
実施プラン

○公約



事業概要説明シート

～

単位

① 校園

② 件

③

① 円

② 円

③

事務事業番号　 10501350020

概ね目標どおり
成果目標
達成状況

目標達成度

市立小中学校及び幼稚園施設開放事業 類似事業
グループ

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

改善
スポーツ振興課所管の「市立小学校体育施設開放事業」との事業統合などの
方針及び方策を決定し、電気使用料等の実費相当額の負担について具体化
を検討する。

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

一次評価結果
・取り組み方策を評価
・事業全体のスリム化を図ること
・本事業は監査からの指摘も受けているとおり、スポーツ振興課との連携・調整の必要性を感じる。

全小中学校・幼稚園の施設（グランド・体育館・特別教室等）の開放
なお、総事業費が平成24年度に比べて平成25年度から急激に高くなっているのは、スポーツ振興課が実施
する当事業とほぼ同一の「市立小学校体育施設開放事業」との事業統合及び有料化に向けて、整理・検討
を行っているため、人件費が増えたものである。

75 75
活動実績

活動指標もしくは成果指標

34,053 63,253

事務事業名

事業開始年度 担当部署 管理部学校規模調整課

施設開放を実施する小中学校・幼稚園数 75

236

特記事項

比較参考値
（他自治体とのコス
ト比較、サービス
水準比較）

他の自治体においても、開放対象施設や利用時間等に差があるものの、学校施設開放事業を行っている。

H24年度 H25年度 H26年度(見込み)

市民満足度
平成25年度施策評価に係る施策アンケート結果では、本事業を含む施策については、重要度・満足度とも
高くなっている。

全小中学校・幼稚園（75校園）での施設開放の実施

事業のPR
市立小中学校の体育館・運動場など施設使用の申し込みについて、本市ホームページに掲載している。ま
た、ＦＭひらかたの「枚方教育ステーション」において本事業を紹介している。

86,813

目標とする成果
（費用対効果含む）

125

20,100

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費÷施設開放を実施する小中学
校・幼稚園数

23.その他サービス提供

324

全小中学校・幼稚園の施設使用許可件数

総事業費÷全小中学校・幼稚園の施設使
用許可件数

20,488 20,105
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